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復興ありがとうホストタウン連絡協議会の活動について
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復興ありがとうホストタウンについて（2017.9~）

【復興ありがとうホストタウン連絡協議会】（2019年6月11日設立）
○ 第1回総会を岩手県釜石市で開催。（2019年7月27日）
○ 第2回総会を福島県Jヴィレッジで開催。（2019年11月4日）
○ 会長（橋本オリパラ大臣）と副会長（岩手県山田町長、宮城県加美町長、
福島県南相馬市長）の意見交換をオンラインで実施。（2020年9月15日）

○ 第3回総会をオンラインで開催。（2021年1月17日）
○ 本日、第4回総会をオンラインで開催。

東日本大震災から復興した姿を見せつつ、これまでの支援への感謝を伝えるために、支援をしてくださった相手国・地
域の方々や大会関係者との交流を行うもの

【復興ありがとうホストタウンサミット】
○ 「復興ありがとうホストタウンサミット in Jヴィレッジ」を福島県Jヴィレッジで開催。ブラインドサッカー親善試合や1964
年大会金メダリストによる講演、若手アスリートによるパネルセッション等を実施。（2019年11月4日）

○ 「復興ありがとうホストタウンサミット in 仙台」をオンラインで開催。東京・仙台・イタリアを繋いでの有識者も交
えたパネルセッションや、イタリア国歌合唱披露、復興ありがとうコンサート等を実施。（2021年1月17日）

復興ありがとうホストタウンサミット in Jヴィレッジ

ポケモン（ラッキー、ラプラス、イシツブテ）を
「復興ありがとうホストタウン大使」に任命。

復興ありがとうホストタウンサミット in 仙台

【2021年8月10日時点の決定自治体】 33件



復興ありがとうホストタウンの連携した取組
【同じ国・地域を相手とするホストタウンの連携した取組】
○ 米国を相手とする復興ありがとうホストタウン（岩手県花巻市、大船渡市、福島県喜多方市、南相馬市）による

PRイベント（米国関係者も交えたシンポジウム、レセプション）を米国現地のジャパンハウス ロサンゼルスにて開催。
（2019年9月25日）

○ 台湾を相手とする復興ありがとうホストタウン（岩手県大槌町、野田村、福島県南相馬市、北塩原村）が、台湾で
開催された漫画やアニメのイベント「台北國際動漫節」に2年連続で出展。昨年は現地ブースで来場者に直接PRした
ほか、ステージにも登壇した。今年は新型コロナウイルス感染症の影響で渡航は見送ったが、現地業者運営による
ブース出展のほか、ステージイベントにリモート出演した。（2020年1月31日～2月4日、2021年2月4日～8日）

米国ロサンゼルスでのPRイベント 台湾でのイベントへの出展（2021年）台湾でのイベントへの出展（2020年）



○ 2020年8月、復興ありがとうホストタウン連絡協議会のInstagramアカウントを開設。各自治体から、復興ありがと
うホストタウンになった経緯やまちの魅力等を紹介。最大9,000名を超えるフォロワーを獲得。

大会期間中には、合宿受入れの様子や応援メッセージ等を発信。

復興ありがとうホストタウンに関する情報発信の強化①
○復興ありがとうホストタウン連絡協議会Instagram
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復興ありがとうホストタウンに関する情報発信の強化②
○復興ありがとうホストタウン紹介番組（海外向け）の制作
【第1弾】
○ 震災から10年を前に、「復興ありがとうホストタウン」の歩みを世界に発信するために、英語での番組を制作し、

2021年2月にNHK WORLDで放映。終了後もアーカイブ配信している。
○ 岩手県大船渡市×米国、福島県飯舘村×ラオス、宮城県東松島市×デンマークの交流をフィーチャー。

【第2弾】
○ 事前合宿やオンライン交流等の大会時の交流も含めて紹介する内容で、制作中。



復興ありがとうホストタウンに関する情報発信の強化③

○ 9月6日（パラ閉会式翌日）に岩手日報・河北新報・福島民友・福島民報への広告を出稿。
○ 過去の交流写真に加え、大会中の合宿・オンライン交流の写真なども入れつつ、メッセージを発信。

○東北3県の地方紙広告出稿



○ 東北3県内外での機運醸成と、復興ありがとうホストタウンをきっかけとした各自治体の認知度向上・盛り上げのため
に制作。

○ 日本語版冊子を制作したほか、英語版データを制作予定。

復興ありがとうホストタウンに関する情報発信の強化④
○ホストタウンWalker 復興ありがとう特集号の制作
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ホストタウンハウス（バーチャル会場）での情報発信
○ 東京大会期間中（7月23日～9月5日）に開催した「ホストタウンハウス」（バーチャル会場）において、復興あ
りがとうホストタウンを紹介するエリアを設置し、復興の歩みや各ホストタウンでのこれまでの交流等をPR。



復興ありがとうホストタウンにおける食の取組

○ ホストタウンによる相手国・地域の食をきっかけとするおもてなし交流を行うため、料理研修・レシピ開発を実施。
○ これまで積み上げてきた「食によるおもてなし」の取組を大会後もレガシーとして継続していくために、「世界のおもて
なし料理レガシープロジェクト」としてオンライン交流会を実施。復興ありがとうホストタウンから2校が参加。

○世界のおもてなし料理レガシープロジェクト

名取市×宮城県農業高等学校（カナダ） 喜多方市×福島県立耶麻農業高校（米国）
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